
成婚率にこだわる婚活支援サービスを展開する株式会社パートナーエージェント（証券コード:東証マザーズ6181、   
本社：東京都品川区、代表取締役社長:佐藤茂、http://www.p-a.jp/、以下パートナーエージェント）は、「子どもを持
つ夫婦のコミュニケーション／ソーシャルネットワーキングサービス(以下SNS)利用」に関するアンケート調査を実施
いたしました。前回調査に引き続き、第2弾のレポートを公開いたします。 

Vol.57 QOM総研「夫婦のコミュニケーション/SNS利用に関する調査vol.2」 

“つながらない”より“つながる”方が「良いこと多い」 
SNSでもつながっていたい現代夫婦 

News Release 
                                                                       2016年6月30日 
                                             株式会社パートナーエージェント 
                                           (証券コード：東証マザーズ6181) 

＜調査背景＞ 
前回は、夫婦のコミュニケーション手段・頻度と夫婦仲の良さについて調査したレポートを発表しました。 
続いて今回は、実際にSNSを使ってコミュニケーションしている夫婦が、どのようにSNSを活用しているのか、どん
なところにメリットを感じているのかについて調べてみました。 
また夫婦の中には、訳あってSNSでつながらない夫婦、SNS上での自分の書き込みについてあまりパートナーに
見られたくないと考えている夫婦もいます。そうした夫婦のSNS利用に関する意識についても調査した結果をレ
ポートします。 

＜調査結果サマリ＞ 
 

・SNSでつながったのは「結婚後」。つながったのは「連絡を取る」「近況や写真を共有」のため 
・SNSでつながらない夫婦より、SNSでつながった夫婦の方がメリットを実感 
・つながっていても、「SNSをできるだけ見られたくない」夫婦が約3割 
・SNSで「配偶者」の写真を投稿するのは1割未満、「子供」の写真を投稿するのは4割未満 
・家族に見られると困る不適切な投稿／つながりを削除した経験アリは2割未満 

■SNSでつながったのは「結婚後」。つながったのは「連絡を取る」「近況や写真を共有」のため 

Q. あなたが配偶者とSNS上でつながった時期はいつですか（n=157）※ 必須回答 

～つながっていても、「SNSをできるだけ見られたくない」夫婦が約3割～ 



Q. あなたが配偶者とSNS上でつながった理由について、教えてください（n=157）※ 必須回答 

前回の調査で、パートナーとのコミュニケーションにSNSを使っていると回答したモニター（30代で子供がいる既婚
男女）のうち、SNS上で「配偶者」とつながりがあると答えた人に、SNS上でつながった時期について質問しました。 
  
その結果、「結婚後」（51.6％）が最も多く、次に「交際中」（27.4％）という回答が多くなりました。 

次に、どんな理由からパートナーとSNS上でつながったのかを調べました。 
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＜SNS上でつながった理由＞ 
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「SNSを使って配偶者と連絡を取りたい」（35.1％）、「配偶者と近況や写真などを共有したい」（14.6％）、 
「特に理由はない」（13.4％）、「自分からSNS上で配偶者と交流を持ちたい」（12.7％）の順に多くなりました。 



SNSでつながった夫婦とSNSでつながらない夫婦のそれぞれに、実際にそうしてみてメリットを感じているかどう
か、聞いてみました。 
 まずはSNSでつながっている夫婦の感想から。「良いことが多い」（28.7％）、「どちらかと言えば良いことの方が 
多い」（36.9％）と、メリットを感じている夫婦が65.6％になりました。 
反対に「良くないことが多い」「どちらかと言えば良くないことの方が多い」はどちらも0.6％と低い数値でした。 

■SNSでつながらない夫婦より、SNSでつながった夫婦の方がメリットを実感 

Q. あなたが配偶者とSNS上でつながっていることについて、あなたの感じている状態を教えてください（n=157,118） 
※ 必須回答 

また、そう感じた理由を聞いてみました。回答の中からいくつかをご紹介します。 

28.7% 

36.9% 

33.1% 

0.6% 0.6% 

＜SNSでつながる夫婦の感想＞ 

良いことが多い 

どちらかと言えば良いことの

方が多い 

どちらとも言えない 

どちらかと言えば良くないこ

との方が多い 

良くないことが多い 

65．6% 

＜肯定派の意見＞ 
・コミュニケーションが簡単にとれる 
・写真を共有できる 
・子供の近況がよくわかる 
・お互いの交友関係や現時点での興味がわかりクリアな関係でいられる 
・会話する時間がとれないときでも非同期に情報連携、共有ができる 
・会話ですますことが多いから、むしろ、SNSでは友人達の意見を聞く場にしている 
・震災などでどちらかが携帯がつながらなかったとしても、とりあえずメッセージは送れる 
・夫婦でのイベント等、妻が楽しいと感じるとSNSに投稿して貰えて、自分も嬉しくなる 
  
＜中立・反対派の意見＞ 
・見たくなかったことも、見てよかったこともあった 
・交友関係が見えすぎる部分がある 

・すぐに連絡を取れるという観点ではかなりいいと思うが、逆にそのように社会全体でお互いが繋がりすぎること
で2人で一緒にいる時間というものの大切さを実感できる機会が減っている気がする 
  

メッセージのやり取りや、情報、写真などの共有が簡単にできるようになるだけでなく、他にもさまざまなメリットが
あるようです。 
 



＜肯定派の意見＞ 
・相手の異性の友達に関してとやかく言わないで済むので繋がる必要は無い 
・異性などがからんでくると誤解が生まれるから 
・後ろ暗いことをしているわけではないが、私的な交友関係に口を挟まれたくない 
・実際に会話してのコミュニケーションが減ってしまう可能性があるから 
・目の前にいていっしょに話をし、見たり、味わったりしている方が幸せだから 
・自分だけの時間がもてる気がするから 
  
＜中立・反対派の意見＞ 
・SNSでつながった事がないから判断できない 

・電話やメールが出来るので最低限の連絡は取れているが、メールに対して返信が無いことが多くたまに不便を
感じる。 

SNSでつながらないことにメリットを感じている夫婦の意見としては、次のようなものが出てきました。 
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＜SNSでつながらない夫婦の感想＞ 
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 逆に、SNSでつながらない夫婦は、どう感じているのでしょうか。 
 こちらも「良いことが多い」（22.0％）、「どちらかと言えば良いことの方が多い」（16.1％）と“メリットあり”と受け止
める夫婦が多くなりました。ただ、つながっている夫婦で“メリットあり”と感じたのが65.6％だったのに対して、つ
ながらないことにメリットを感じている夫婦は38.1％にとどまりました。 
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非常に当てはまる やや当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない まったく当てはまらない 

■つながっていても、「SNSをできるだけ見られたくない」夫婦が約3割 

Q. あなたのSNSの利用状況ついて、教えてください※ 必須回答（n=157,118）※ 必須回答 
 
さらに、SNSでつながった夫婦とSNSでつながらない夫婦のそれぞれに、家族がいることでSNS利用にどのよう
な変化が生まれたのか、質問してみました。 

まずは、自分のSNSを家族に見られたくないと考えるようになったかどうか。つながっている夫婦では「見られ
てもいい」という意見※1の方が38.2％と「見られたくない」を上回りましたが、それでも「見られたくない」※2と
考える人は31.8％となりました。 
※1 「あまり当てはまらない」と「まったく当てはまらない」の合計（以下、同） 
※2 「非常に当てはまる」と「やや当てはまる」の合計（以下、同） 
  
一方、つながらない夫婦では49.1％とほぼ半数が「見られたくない」と考えていることが分かりました。 
  

「見られたくない」派と「見られてもいい」派にそれぞれ、そう答えた理由を聞いてみたところ、次のような回答
が集まりました。 
  
 
 

【見られたくない派】 
・見られたくないこともある 
・配偶者とはいえ、プライバシーは守られるべき 
・色々愚痴が出そう 
・違う一面を見られると私生活に支障が出そう 
・友達に向けての文章が多いので、わざわざ家族に見られたくない 
  
【見られてもいい派】 
・特に見られて困ることがない 
・見られたくない内容は載せてない 
・自分の家族には積極的に見て貰いたい 
・家族に見せられないようなものは、誰にも見せられないと思う 
・家族との事に関する投稿が多いから見られたくないとは思わない  



■SNSで「配偶者」の写真を投稿するのは1割未満、「子供」の写真を投稿するのは4割未満 

SNSに家族の写真を投稿する人も多いですが、こちらも違いはあるのでしょうか。 
  
「配偶者の写真を積極的に載せるようにしている」のは、つながった夫婦で8.3％、つながらない夫婦で
9.3％。どちらも該当者は多くありませんでした。 
  
それに対して「子供の写真を積極的に載せるようにしている」のは、つながった夫婦で38.9％、つながらない
夫婦でも31.3％でした。 
  

ただし、「配偶者」よりは「子供」の写真を投稿する人の方が多かったものの、「子供の写真を積極的に載せ
る」ようにしていない夫婦も、つながった夫婦で36.9％、つながらない夫婦で48.3％と、かなり高い割合を占め
ています。 
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配偶者の写真を積極的に載せるようにしている A 
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A：SNSでつながった夫婦（n=157） ／ B：SNSでつながらない夫婦（n=118） 

非常に当てはまる やや当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない まったく当てはまらない 

さらに「家族への愚痴・悪口を書き込まないようにしている」のは、つながった夫婦で70.1％でした。
つながらない夫婦でも54.3％と半数以上が該当しました。 



■家族に見られると困る不適切な投稿／つながりを削除した経験アリは2割未満 

最後に、家族に見られると困るような投稿／つながりをチェックして、見られないように削除したことがあるか
どうか、尋ねてみました。 
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過去の書き込みや写真の投稿をチェックして不適切な投稿を削除したことがある A 

B

つながっている友人・知人をチェックして不適切なつながりを削除したことがある A 

B
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非常に当てはまる やや当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない まったく当てはまらない 

該当者はいずれも2割未満となり、「不適切な投稿を削除したことがある」のは、つながった夫婦で19.1％、つ
ながらない夫婦で17.0％、「不適切なつながりを削除したことがある」のはつながった夫婦で14.7％、つながら
ない夫婦で17.8％でした。 
  
 
  
こうした調査の結果から、SNSをコミュニケーションツールとして使うことで、さまざまなメリットを感じている 
夫婦の方が多いようです。 
 
 お互いのプライバシーには配慮しつつ、SNSをより有効に活用することが、仲の良い夫婦で居続けるための
秘訣なのかもしれません。 

調査方法：インターネット調査 
調査対象：子供を持つ30代の既婚男女 2,200名 
集計期間：2016年6月10日～6月13日 
  
調査対象：子供を持つ30代の既婚男女 400名 
・パートナーとの連絡手段にSNSを使っていると回答した既婚男女 200名 
 （そのうち、パートナーとSNSでつながっている回答者 157名） 
・パートナーとの連絡手段にSNSを使っていないと回答した既婚男女 200名 
 （そのうち、パートナーとSNSでつながっていない回答者 118名） 
集計期間：2016年6月13日 



～代表メッセージ～ 
現代は、結婚しにくい時代と言われています。 
仲人やお見合いなどの社会的な出会いの場が減少し、結婚をしたくても 
機会に恵まれない多くの独身者がいます。 
当社は、もっと信頼できる結婚情報サービスを目指して設立されました。 
従来の結婚相談のサービスを見直し、結婚を望む顧客へ高い成果を提供することで 
多くのお客様の支持を頂いてきました。 
これからも、1年以内の結婚を支援するエージェントとして 
未婚・晩婚を解決する社会の実現へ貢献して参ります。 

 1．結婚相手の紹介、相談 
 2．交際、結婚に関する調査研究 
 3．イベント、旅行の企画・運営 
 4．生命保険、損害保険代理店 
 5．挙式、披露宴の企画・斡旋 
 6．カウンセリング、各種セミナー運営 
 7．会員誌、その他出版 
 8．Webサイト、Webコミュニティの企画・運営 
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